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　はじめに

ヌタウナギ科ヌタウナギ属 Eptatretusは世界か

ら 50有効種が知られており（Fricke et al., 2020），

日本国内からはこのうち 5種が知られている

（McMillan and Wisner, 2004；中坊・甲斐 , 2013; 

Kitano et al., 2019）．ムラサキヌタウナギ Eptatre-

tus okinoseanus (Dean, 1904)は韓国，日本，およ

び台湾の水深 300–1020 m に生息しており

（McMillan and Wisner, 2004; Shinohara et al., 2011；

中坊・甲斐，2013），日本国内では日本海の富山湾，

福島県から土佐湾にかけての太平洋岸，沖縄舟状

海盆，および奄美群島から記録されている（中坊・

甲斐，2013；日比野，2014, 2019）．

2019年 12月 15日にクダヒゲエビ類（たかえび）

を対象とした底曳網漁の混獲物として，鹿児島県

南さつま市野間池沖の水深 379 mから 1個体のム

ラサキヌタウナギが採集された．本標本は本種の

九州からの初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測はMcMillan and Wisner (1984)

にしたがった．全長は TLと表記し，ノギスを用

いて 0.1 mm単位で計測した．舌歯の観察のため

記載標本の頭部腹面を解剖した．標本の作製，登

録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真（Fig. 1）は同館のデータベースに

登録されている．

　結果と考察

Eptatretus okinoseanus (Dean, 1904)

ムラサキヌタウナギ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 138270，全長 565.0 mm，鹿児

島県南さつま市野間池沖（31°10ʹ54ʺN, 129°53ʹ 

46ʺE），2019年 12月 15日，底曳網，水深 379 m，

伊東正英．

記載　本標本の体各部測定値の全長に対する

割合（%）は以下のとおりである：前鰓域長

23.9；鰓域長 7.9；胴長 58.6；尾部長 16.3；体幅 4.4；

腹側皮褶を含めた最高部の体高 7.9；総排泄口に

おける体高 6.0；尾部高 8.2．体は円筒形で細長く，

胴部は側扁し，尾部は強く側扁する．鰭は鰭条を

欠く尾鰭があるのみで，体の中央から肛門の手前

にかけて腹側正中線上に低い皮褶をもつ．肛門は

体の中央よりはるか後方に位置する．粘液孔は腹

側の左右に正中線を中心として対になるように一

列に並び，前鰓域に 16個，鰓域に 7個，胴部に

57個，尾部に 14個もつ．鼻孔は大きく，吻端に

ある．鼻孔の左右に各 2対，口側面の吻端寄りに

1対のひげがある．口は吻の後下方にあり，口蓋

の背側正中線上に 1本の太く後ろ向きの口蓋歯，

舌上の左右に 2列の舌歯が並ぶ．前列片側舌歯は

九州初記録のムラサキヌタウナギおよび
鹿児島湾から得られたヌタウナギ属の未同定個体
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12本で最前列から 3番目までが基底で癒合し，

後列片側舌歯は 11本で最前列から 2本目までが

基底で癒合する．眼は痕跡的で皮下に埋没する．

外鰓孔は 8対で互いによく離れ一直線上に並ぶ．

左側最後の外鰓孔は咽皮管孔と癒合し他の外鰓孔

より著しく大きい．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）－体色は一様に

暗褐色で，皮下に埋没する眼の位置に白色眼点を

もつ．

固定後の色彩－固定後 1ヶ月における本標本

の生鮮時からの体色変化は乏しい．

分布　ムラサキヌタウナギは韓国，日本，お

よび台湾に分布しており，日本国内からは福島県，

茨城県，東京湾，相模湾，駿河湾，三重県，土佐

湾，富山湾，奄美群島徳之島・与論島沖，沖縄舟

状海盆から記録されていた（金山，1982；山川，

1984; Kuo et al, 1994；鈴木・片岡，1997; Shino-

hara et al., 2001, 2005, 2009, 2011, 2014；茨城の海

産動物研究会，2004; Senou et al., 2006；中坊・甲斐，

2013；南部，2013；日比野，2014, 2019）．本研究

によって九州からも本種の分布が確認された．

備考　野間池沖から得られた 1標本は，外鰓

孔が 8対で互いによく離れ一直線上に並ぶ，体が

一様に暗褐色，前列片側癒合舌歯数が 3，後列片

側癒合舌歯数が 2，総舌歯数が 46，総粘液孔数が

94，および腹側に皮褶をもつことなどの形態的特

徴が Dean (1904)，山川（1984）およびMcMillan 

and Wisner (2004)の示したムラサキヌタウナギ E. 

okinoseanusの形態的特徴とよく一致したため，

本種に同定された．ムラサキヌタウナギは外鰓孔

が 8個であることにより日本産同属他種と容易に

識別される（McMillan and Wisner, 2004）．

本種の固定後の体色は長期の保存によって変

化することが知られているが（McMillan and 

Wisner, 2004），記載標本は固定から約 1ヶ月が経

過しているものの，生鮮時からの色彩変化が乏し

く，体は一様に暗褐色を呈していた．一方，固定

から 6年以上が経過している鹿児島大学総合研究

博物館所蔵のムラサキヌタウナギに同定される 3

標本（KAUM–I. 51408, 58575, 58576）はやや淡い

Fig. 1. Fresh specimen of Eptatretus okinoseanus (KAUM–I. 138270, 565.0 mm TL) from off western Satsuma Peninsula, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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褐色を呈していたため，記載標本は保存による色

彩への影響がまだ十分にあらわれていないものと

考えられる．

鹿児島県本土においては，本種の他に同属と

してヌタウナギ Eptatretus burgeri (Girard, 1855)が

記録されている（今井・中原，1969；小枝，

2017, 2018）．このうち，鹿児島湾からは通常と異

なる体色を呈するヌタウナギ 1標本（KAUM–I. 

48393）が本研究で確認された．本標本は外鰓孔

が 6対で互いによく離れ一直線上に並ぶ，前列片

側癒合舌歯数が 3かつ後列片側癒合舌歯数が 2，

前列片側癒合舌歯数が 3，後列片側癒合舌歯数

が 2，総舌歯数が 37，総粘液孔数が 86，および

腹側に皮褶をもつことなどの形態的特徴が Dean 

(1904)と McMillan and Wisner (2004)の示したヌ

タウナギ E. burgeriによく一致した．しかし，本

標本はヌタウナギの特徴である背側の淡色皮褶を

もたず，生鮮時および固定後の体色は通常のヌタ

ウナギに比べ濃く赤みがかった褐色を呈する

（Fig. 2）．本標本の分類学的位置づけを明らかに

するためには鹿児島湾産の追加標本に基づく更な

る検討が必要である．

比較標本　ムラサキヌタウナギ：3標本：

KAUM–I. 51408，全長 574.8 mm，鹿児島県与論

島北東沖（27°07ʹ02ʺN, 128°28ʹ08ʺE），2012年 10

月 26日，籠網，水深 750–820 m，KAUM魚類チー

ム；KAUM–I. 58575，全長 514.4 mm，KAUM–I. 

58576，全長 349.9 mm，鹿児島県与論島南東沖（26

°59ʹ50ʺ–58ʹ12ʺN, 128°28ʹ04ʺ–29ʹ09ʺE），2014 年 1

月 24日，籠網，水深 500–600 m，高元博志ほか．

ヌタウナギ：KAUM–I. 6072，全長 350.1 mm，鹿

児 島 湾 垂 水 沖（31°26ʹ91ʺ–26ʹ63ʺN, 130°37ʹ76ʺ–

37ʹ97ʺE），2007年 8月 20日，籠網，水深 226.7–

227.1 m，南星丸．
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Fig. 2. Fresh specimen of Eptatretus cf burgeri (KAUM–I. 48393, 465.0 mm TL) from Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan.
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